
 
 林大では学生相互の連帯感の醸成と山に親しむことを目
的に、年度の始めに「日本海ウォーキング」を実施してお
ります。4月25日、26日の二日間、お天気にこそ恵まれ
ませんでしたが、1・2年生が励ましあいながら大江山を
縦走し、無事天橋立にゴールすることができました。  

全員無事に天橋立到着 

 
 今年の桜は新入生を待ってくれていました。満開となった桜の中、京林大では4月8日(月)に入
学式を執り行い、第8期生15名が晴れて入学しました。 
 新入生は京都府をはじめ神奈川、静岡、愛知、長野、三重、大阪、徳島、愛媛、福岡、熊本の各
府県から集まりました。 
 これから2年間、京丹波町をベースに森林･林業を学ぶととも 
に、ほとんどの学生は町内に生活の拠点をおくこととなります。 
初めての一人暮らしとなる生徒も多いので、温かい目で見守っ 
てくださいますようお願いいたします。 
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第８期生１５名が入学しました 

絵:卒業生 熊走君 

新入生宣誓 

校門前で記念撮影 

上宮津天然スギの前で 

恒例の日本海ウォーキング 
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  「忖度(そんたく)」、これまで、日常あまりポピュ

ラーではなかったこの言葉が、今や流行語に。そ
れが、2017年の森友・加計学園問題に端を発す

ることは、ご案内の通りです。その本来の意味は、
相手の心中を察したり、思いやったりという言葉で
すが、今回の騒動では、権力に媚び、為政者・権
力者への利益誘導を画し、それが自己へも好結
果をもたらす、といったマイナスイメージで色濃く
用いられ、その後も通用しています。 

 そもそも、「忖度」とは、中国最古の詩集「詩経」
にある言葉とのこと。本来、｢忖」｢度」、どちらも
「推し測る」という意味を持つ漢字だそうで、「忖
度」は「他人の気持ちを推し測ること」を意味して
使われ、相手の考えや気持ちに配慮、相手の気
持ちを汲んでの対応に、よく用いられて来ました。
また、元々が丁寧な表現で、上司や取引先お得 

校長室より 意様など、目上の人の気持ちを推測しての発言
や処置の場合によく使われてきたということです。 

 つまり、忖度とは、相手の身になってその要求
を推察し、それに沿うよう自己の対応を考えるこ
とを意味すると言え、それは現今の権力に迎合
のマイナスイメージとは反対の、人間性豊かな余
裕ある社会のプラスイメージではないでしょうか。
相手の心中を察し、思いやることのできる東洋型、
すなわち、湿潤-森林型文化の優れた点と見たい
のですが。それは、自己主張型の乾燥-砂漠型文
化では真似の出来ないものなのです。 

 相手の立場になって物事を考え、相手の願う方
向へその物事を展開させる、その結果は、自己
側にも好結果をもたらすことになる。「忖度」を素
直に考えればそうなのです。その大切な相手の
例として、『自然』を挙げたいと思います。自然を
よく理解し、物言わぬ自然の身になって、「今どう
してほしい」と思っているのかを推察し、それに沿
うよう対処してやること、温暖化や様々な開発を
はじめ、好ましくない事態進行中の現在の自然、
「自然を忖度して」、これこそ大切だと思いません
か。 
 

自然を忖度 

校長  只木良也  

 林業は事故が多く、このため労災保険（労働者災
害補償保険）率が高いことが知られています。 
 先日も安全講習中に死亡事故が発生しました。 

 このような状況のなか、労働安全衛生規則が改
正され、 

①伐木作業において受け口を作るべき立木の対象
を、胸高直径が40cm以上のものから 20cm以上の
ものへ拡大 

②伐木作業におけるかかり木の速やかな処理を義
務付け、また危険な処理法を禁止 

③伐木作業においては、伐木する立木の高さの２
倍に相当する距離を半径とする円形の内側には、
その木の伐倒の作業に従事する労働者以外の労
働者の立ち入りを禁止 

④事業者に、チェーンソーによる伐木作業等を行う
労働者に下肢の切創防止用保護衣を着用させるこ
と、 また、この労働者に切創防止用保護衣を着用
することを義務づけること 
が主な改正点となっています。 

 林業大学校では、これまでから安全第一に全て
の作業を行うよう努めてきましたが、これからも、こ
の精神が身につくよう学生達に指導を続けていき
ます。 

 4月21日（日）京都市京北地域で開催された「第5
回京都京北木こり技能大会」に林大生が出場しま
した。木こり技能大会は林業従事者の技術を競い、
次世代への技能の継承と山の大切さを知ってもら
う目的で開催されています。 
 競技は2種類あり、グラップル競技は丸太を縦に
積み上げていき、時間内でいくつ積めるかを競いま
す。伐倒競技は目標方向への安全で確実な伐倒を
競います。林大生もそれぞれの競技のチャレンジ
部門に出場し、上位の成績を収め、技術力の高さ
を示しました。 

今月の授業参観 

『特別研修２ きこり技能大会』 

林政ニュース 

伐倒競技（チェレンジ部門）で見事優勝 

『労働安全衛生規則の改正』 


